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１．目的
本学は，地震時に災害弱者となりがちな障害を持つ学生

のための高等教育機関であり，教員に加え学生も活動する
総合研究棟の地震後の構造健全性を確認することは重要
である。また，近年，筑波地区での地震発生頻度は極め
て高い。総合研究棟にセンサを設置し，地震を検知するロ
ジックを組み込み，振動を計測することを目的とする。

２．振動センサ
総合研究棟に図 1 に示す振動センサを設置した。振動

センサの仕様を表１に示す。本センサは，常時微動から震
度７クラスの地震時の振動までを計測できる分解能とダイナ
ミックレンジを有する。筐体内にサーボ型加速度センサ，プ
リアンプ，バッテリー，データロガーを組み込んだ計測システ
ムである。外部バッテリー，外部センサを接続できるため，
長期観測等にも利用可能となっている。本センサに組み込
んだ地震検知のロジックを図 2 に示す。設定した閾値以上
の振動を検知すると地震発生と判断し，計測データを保存
する。

 

３．まとめ
総合研究棟に振動センサを設置し，地震検知のロジック

を組み込み，その性能を確認した。現在，実地震に対する
データ取得を目指して，システムを運用している。
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図1　振動センサ

 

図2　地震検知のロジック
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表1　振動センサの仕様
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